
及
び
江
田
島
市
に
お
い
て
部
隊
研
修
を
実
施
し
た
。

境
及
び
海
上
自
衛
隊
の
国
際
貢
献
活
動
等
に
つ
い

見
学
初
日
は
、
呉
市
の
海
上
自
衛
隊
呉
史
料
館

（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
研
修
を
行
っ
た
。
て
つ

用
主
等
（
７
社
７
名
）
を
招
聘
し
、
広
島
県
呉
市

て
理
解
を
図
っ
た
。
ま
た
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

官
の
出
頭
環
境
を
整
え
る
資
と
し
て
い
た
だ
く
こ

即応予備自衛官雇用主等部隊研修
本
研
修
は
、
雇
用
主
等
に
自
衛
隊
の
任
務
等
に
対

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
て
つ
の
く
じ
ら
館
）
及
び
海
事
歴
史
科
学
館

術
が
現
在
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
多

の
研
修
で
は
、
呉
市
の
歴
史
及
び
当
時
の
造
船
技

く
の
方
が
驚
き
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
部
外
施
設
に
お
け
る
意
見
交
換
会
で

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
軍
事
技
術
の
趨
勢
と
将
来
の
動
向
」
等
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
ま
た
、
大
学
側
か
ら
の
要
望
を
受
け
、「
北
朝
鮮
情
勢
と
わ
が
国

当
日
は
、
講
義
に
先
立
ち
、
本
部
長
の
自
己
紹
介
、
幹
部
自
衛
官
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
及
び
東
大
出
身
幹
部
自
衛
官
の
活
躍
状
況

１
３
０
名
を
超
え
る
学
生
に
対
し
て
「
産
業
総
論
」
の
講
義
を
実
施
し
た
。

に
つ
い
て
説
明
後
、「
軍
事
と
科
学
技
術
」
と
題
し
、「
科
学
技
術
と
軍
事
革
命
」、「
現
代
に
お
け
る
民
生
技
術
と
軍
事
技
術
」、

楠見本部長が東京大学において講義を実施

す
る
理
解
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

受
講
し
た
学
生
か
ら
は
、
軍
事
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
質
問
も
な
さ
れ
た
が
、「
幹
部
自
衛
官
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
ど
う
な
っ

と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
。

と
い
う
組
織
に
対
し
て
の
質
問
が
出
る
な
ど
、
国
防
を
担
っ
て
い
る
防
衛
省
へ
の
関
心
の
高
さ
が
見
て
取
れ
た
。

特
に
、
当
日
の
早
朝
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
北
朝
鮮
情
勢
と
わ
が
国
の
弾
道
ミ

本
講
義
は
、
平
成
16
年
以
降
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
機
械
工
学
専
攻
中
尾
教
授
の
依
頼
に
基
づ
き
、
例
年
実
施

即応予備自衛官雇用主等部隊研修

東大生に対し熱弁を奮う

～東大生に対し熱弁を奮う～

25
日
及
び
26
日
の
２
日
間
、
即
応
予
備
自
衛
官
雇

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
即
応
予
備
自
衛

に
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

研
修
し
た
。

同
僚
が
参
加
で
き
る
部
隊
研
修
や
訓
練
見
学
等
を

制
度
へ
の
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い

の
く
じ
ら
館
で
は
、
潜
水
艦
内
の
隊
員
の
勤
務
環

29

東
京
地
本
予
備
自
衛
官
課
は
、
平
成

年
10
月

の
紹
介
を
し
て
頂
き
、
今
後
の
訓
練
出
頭
の
参
考

遺
書
等
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
隊
員
の
任

し
、
旧
海
軍
兵
学
校
の
歴
史
、
教
育
参
考
館
内
で

海
軍
の
歴
史
及
び
大
東
亜
戦
争
時
の
特
攻
隊
員
の

翌
日
は
、
海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
を
研
修

務
完
遂
に
対
す
る
気
持
ち
及
び
愛
国
心
に
つ
い
て

東
京
地
本
予
備
自
衛
官
課
は
、
今
後
も
上
司
・

通
じ
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
及
び
即
応
予
備
自
衛
官

び
招
集
訓
練
後
に
会
社
勤
務
す
る
際
の
接
し
方
等

も
に
、
即
応
予
備
自
衛
官
経
験
者
の
研
修
参
加
者

に
、
即
応
予
備
自
衛
官
を
続
け
る
た
め
の
努
力
及

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
実
情
を
共
有
す
る
と
と

る
。

東
京
地
本
本
部
長　

楠
見
晋
一
陸
将
補
は
、
平
成
29
年
11
月
29
日
、
東
京
大
学
工
学
部
大
講
堂
に
お
い
て
工
学
部
３
年
生
等

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
概
要
」
に
つ
い
て
最
近
の
北
朝
鮮
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
講
義
し
た
。

て
い
る
の
か
。」
や
、「
防
衛
省
内
で
、
装
備
開
発
に
進
む
道
は
あ
る
の
か
。」
等
、
防
衛
省
の
技
術
分
野
の
み
な
ら
ず
、
防
衛
省

東
京
地
本
は
引
き
続
き
、
大
学
で
の
講
義
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
事
を
知
ら
な
い
多
く
の
学
生
に
対
し
、
防
衛
に
関

ま
た
、
中
尾
教
授
か
ら
は
「
す
ば
ら
し
い
講
義
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

サ
イ
ル
防
衛
の
概
要
」
で
は
学
生
も
興
味
深
く
講
義
を
受
講
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。


